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７月臨時議会で決まったこと（7/29）
７月臨時議会では、１議案を修正可決し、２件の決議を決定しました。また、１件の専決処分の報告（負

傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）を受けました。

※本案については、委員会の後に本会議で審議され、採決の結果、賛成多数により修正可決されました。

議　案　名 結 果
令和４年度延岡市一般会計補正予算 修正可決
議案第27号 令和４年度延岡市一般会計補正予算に対する附帯決議 原案決定
延岡市駅前複合施設「エンクロス」の次期指定管理者公募手続の一時停止及び公募方針等
の見直しを求める決議 原案決定

７月臨時議会の主な議案の委員会審査報告
一般会計補正予算（予算審査特別委員会）

【予算の概要】
　国の「デジタル田園都市国家構想推進交付金」を活用し、新たな救急医療システムを整備する事業や、北浦町
の茶産業の現状に関する調査分析を行う事業、また、歴史・文化ゾーンの13ヵ所の駐車場の満空情報をリアル
タイムで収集し、大型表示板やインターネット、カーナビ画面上のＶＩＣＳ等で表示する費用など６億3,380
万８千円が計上されました。

【審査結果】
　「歴史・文化ゾーン内駐車場管理システム・看板等整備事業」にかかる歳入歳出予算金額を全額減額する修正
案が議員から提案され、審査の結果、賛成多数により議員提案の修正案を可決し、それ以外の部分については、
当局提案のとおり可決されました。

予
算
修
正
の
理
由

予算の修正を行う主な理由は、次のとおりです。
〇予算の減額修正の議決から1カ月も経たないうちの再提案にも関わらず事業費が増加しているなど、事 
　業内容の精査を十分に行った上での提案であるとは言えず、すでに事業費が多額であり、今後のさらな 
　る増額も否定できない本事業に現時点で着手することは適当ではないこと。　　　　　　　
〇歴史・文化ゾーン内の駐車台数が88台分不足すると試算している中で、駐車台数が増えない本事業を実 
　施しても、根本的な渋滞防止対策とならず、地域住民の不安解消に疑問が残ること。

７月臨時議会で決定した決議（要望事項を抜粋）
議案第27号令和４年度延岡市一般会計補正予算に対する附帯決議

1.既存駐車場の立体化等や市有施設・機能の再配置、周辺民有地の借用等による市道本小路通線沿いを中心 
　とした新たな駐車場の確保を行うこと。
2.岡富中学校体育館前信号機の時差式や矢印方式等への運用の変更を延岡城・内藤記念博物館の開館に備え 
　速やかに取り組むとともに、右折レーン設置の検討や図書館東側及び南側の歩道の拡幅・新設等についても、 
　早急な対策を行うこと。
3.当面の間は、議決済の予算による案内看板設置や誘導員配置による対応を行いながら、上記１，２を優先し 
　て実施し、その効果や来訪者の実績に基づく将来予測を十分勘案した上で、改めて本事業の必要性を含めた 
　駐車場対策のあり方の再検討を行うこと。

延岡市駅前複合施設「エンクロス」の次期指定管理者公募手続の一時停止及び公募方針等の見直
しを求める決議

1.利用者の満足度が高い市民活動の相談・サポート業務を犠牲にした指定管理料の減額は、同施設における市 
　民活動の停滞を招き、賑わいを喪失させるものであるため行わないこととし、指定管理料の減額については、 
　事業者の提案の中で行うこと。
2.その上で、現在実施している次期指定管理者の公募手続については、一時停止し、次期指定管理者が実施し 
　ないこととしている「市民活動に係る企画・立案・活動に対するアドバイスや振り返り」の業務については、 
　同業務に携わる従業員の雇用を守る観点からも、引き続き指定管理者が実施するよう方針を見直し、それに 
　伴う人員配置や指定管理料の上限額等の見直しも行うこと。
3.上記の見直しを早急に行った後、速やかに公募手続を再開し、令和５年４月１日以降の「エンクロス」の運営 
　に間に合うように、次期指定管理者の選定を行うこと。
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９月定例議会で決まったこと（8/26～ 9/30）
９月定例議会では、一般会計補正予算など29件と意見書案４件を可決し、教育委員会委員、公平委員

会委員の選任の２件に同意しました。また、延岡市の出資法人の経営状況など17件の報告を受けました。
一般質問では３日間で13名が登壇し、防災や学校教育、環境問題、施設整備など多岐にわたり、活発

な議論が交わされました。

議　案　名 結 果
令和３年度延岡市一般会計歳入歳出決算の認定 認　　定
令和３年度延岡市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定
令和３年度延岡市食肉センター特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定
令和３年度延岡市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定
令和３年度延岡市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定
令和３年度延岡市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 原案可決及び認定
令和３年度延岡市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 原案可決及び認定
令和４年度延岡市一般会計補正予算 原案可決
令和４年度延岡市国民健康保険特別会計補正予算 原案可決
令和４年度延岡市介護保険特別会計補正予算 原案可決
令和４年度延岡市水道会計補正予算 原案可決
令和４年度延岡市下水道事業会計補正予算 原案可決
延岡市職員退職手当支給条例の一部改正 原案可決
延岡市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 原案可決
延岡市議会議員及び延岡市長の選挙における選挙運動の公営に関する条例の一部改正 原案可決
延岡市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正 原案可決
延岡市手数料条例の一部改正 原案可決
延岡市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額を定める条例の一部改正 原案可決
延岡市子ども医療費助成に関する条例の一部改正 原案可決
上三輪辺地に係る総合整備計画の変更 ほか 10件（早日渡辺地・槙峰辺地・藤の木辺地・
三椪辺地・二股辺地・歌糸辺地・梅木辺地・大井辺地・市尾内辺地・祝子川辺地） 原案可決

工事請負契約の締結（市営住宅（一ケ岡A団地）３工区　Q棟建築主体工事） 原案可決
工事請負契約の締結（市営住宅（一ケ岡A団地）３工区　R棟建築主体工事） 原案可決
工事請負契約の締結（西階公園防災等施設整備事業多目的屋内施設　建築主体工事） 原案可決
議決事項の一部変更（野口遵記念館建設　建築主体工事） 原案可決
令和４年度延岡市一般会計補正予算（９月補正２次分） 原案可決
工事請負契約の締結（曽立谷川　曽立橋下部工工事） 原案可決
教育委員会委員の選任（久世　由美子氏） 原案同意
公平委員会委員の選任（高橋　一善氏） 原案同意

報
　
告
　
案
　
件

延岡市土地開発公社の経営状況に関する書類の提出
公益財団法人のべおか文化事業団の経営状況に関する書類の提出
株式会社ヘルストピア延岡の経営状況に関する書類の提出
一般財団法人延岡市高齢者福祉協会の経営状況に関する書類の提出
有限会社延岡市リサイクルプラザゲン丸館の経営状況に関する書類の提出
株式会社まちづくり延岡の経営状況に関する書類の提出
のべおか道の駅株式会社の経営状況に関する書類の提出
一般財団法人速日の峰振興事業団の経営状況に関する書類の提出
一般財団法人北浦町農業公社の経営状況に関する書類の提出
有限会社祝子川温泉美人の湯の経営状況に関する書類の提出
専決処分の報告（物損事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）
専決処分の報告（車両損傷事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定） ほか 1件
専決処分の報告（物損事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定） ほか 1件
健全化判断比率の報告
資金不足比率の報告
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９月定例議会の主な議案の委員会審査報告
延岡市子ども医療費助成に関する条例の一部改正（厚生教育委員会）

令和４年度延岡市一般会計補正予算（予算審査特別委員会）

概
要

【改正内容】
　令和５年４月１日より、外来医療費（診療時間内のみ）に係る自己負担限度額を、１診療報
酬明細書あたり「350円」から「200円」とする。また、入院医療費に係る自己負担額を「自己
負担なし（全額助成）」とする。

主
な
質
疑・応
答

問　助成対象となる受診件数を　どの程度と想定しているか。

答　外来は18万７千件程度、入院は370件程度で考えている。

問　今回の改正により、予算はどの程度増額するのか。

答　外来の受診費は市の負担が150円増えることから約2,800万円、入院費は市の負担が千円
　　増えることから、約37万円増額するものと考えている

概
要

【事業】防災・減災普及啓発事業
　防災訓練等への参加率が低い傾向にあるファミリー層や若者世代の防災意識を高め、防災
訓練等への参加を促進するため、ゲーム的要素を取り入れた新しいタイプの訓練を行い、市
全体の防災力を高める。
　　　　　　　　　　　　　　 （補正額） 417万2千円

（補正前の予算額）122万円　　　　　　　　　　　　　　　（補正後の予算額）539万2千円

主
な
質
疑・応
答

問　ゲーム的要素を取り入れた新しいタイプの訓練とのことだが、どのような訓練なのか

答　他の地域において、カードを使った図上訓練や、スマホを使った遠隔訓練など、エンターテイ
ンメント的な要素を取り入れての訓練が行われており、本市においても、従来の形式的な防災
訓練にとらわれない、ファミリー層や若年層が参加したくなるような訓練を実施したい。

問　今回の予算計上は、訓練を作り上げるためのものであり、訓練自体を市内全域に広げるた
めのものではないとの認識でよいか。

答　今回はターゲットを絞った形で訓練を作成するが、今後、学校の訓練や企業、団体が行う訓練
への活用など、訓練を広げられるような努力を継続的に行っていきたいと考えている。

助成対象者 現行 改正後

入院
小学校就学前まで 350円 自己負担なし

小学生及び中学生 1,000円 1,000円

外来（歯科を除く）
※診療時間内 中学生まで 350円 200円

外来（歯科を除く）
※診療時間外

小学校就学前まで 350円 200円

小学生及び中学生 助成なし 助成なし

歯科外来
※診療時間内外問わず 中学生まで 350円 200円
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市政を問う！議員13名が一般質問　　　　　　　　　 （９月６日質問 ）

自
民
党
き
ず
な
の
会

友
愛
ク
ラ
ブ

注
１

バ
ス
路
線

【
問
】宮
野
浦
線
の
浦
城
港
～

西
浦
城
間
を
廃
止
す
る
代
わ

り
に
そ
の
区
間
を
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
無
料
送
迎
す
る
こ
と

で
、北
浦・南
浦
の
方
は
約
10

分
の
時
間
短
縮
と
な
り
、島

浦
の
方
は
浦
城
港
経
由
以
外

の
バ
ス
も
利
用
で
き
、実
質

７
便
の
増
便
と
な
る
。
こ
の

案
の
検
討
は
。

【
答
】浦
城
港
経
由
の
便
は
、

便
数
が
限
ら
れ
不
便
で
あ
る

と
い
う
意
見
も
あ
る
一
方
、北

浦
・
南
浦
方
面
の
方
は
時
間

短
縮
に
な
る
。
住
民
に
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

【
問
】飲
食
業
な
ど
へ
市
民
の

消
費
喚
起
を
促
す
支
援
策

は
。

【
答
】複
数
の
事
業
を
並
行
実

施
す
る
こ
と
で
、
飲
食
業
を

は
じ
め
多
く
の
業
種
の
売
上

拡
大
を
図
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

消
防
団
活
動

エ
ン
ク
ロ
ス
の
条
例
改
正

【
問
】指
定
管
理
業
務
の
範
囲

に
つ
い
て
、条
例
と
業
務
仕

様
書
の
内
容
を
一
致
さ
せ
た

上
で
、指
定
管
理
者
の
公
募

を
開
始
す
る
必
要
が
あ
っ
た

の
で
は
。

【
答
】市
が
直
接
選
任
す
る
市

民
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
、
定
期
的
に
市
民
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を

エ
ン
ク
ロ
ス
に
て
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
市
民
活
動
の

推
進
は
引
き
続
き
行
う
の
で
、

条
例
改
正
は
必
要
な
い
。

市
民
活
動
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー

【
問
】公
募
手
続
き
の
開
始
時

期
と
、そ
れ
に
対
す
る
人
材

確
保
の
状
況
は
。

【
答
】現
在
、業
務
内
容
や
勤

務
形
態
、
勤
務
場
所
な
ど
に

つ
い
て
協
議
中
で
あ
り
、
新

年
度
早
々
に
設
置
出
来
る
よ

う
、今
後
公
募
手
続
き
を
開

始
し
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

貨
物
新
幹
線
の
所
見
と
導
入

国
葬
に
対
す
る
市
長
の
所
見

【
問
】安
倍
元
首
相
は
と
て
も

国
葬
に
値
す
る
政
治
家
と
は

思
え
な
い
。
国
葬
に
対
す
る

所
見
は
。

【
答
】世
論
調
査
で
は
、
反
対

の
声
が
多
い
中
、
国
民
の
納

得
が
得
ら
れ
る
よ
う
誠
心
誠

意
説
明
を
行
う
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

市
道
緑
ケ
丘・方
財
線
の
整
備

【
問
】市
道
緑
ケ
丘・
方
財
線

の
レ
オ
ナ
工
場
西
側
区
間
は

幅
員
が
狭
く
、
歩
行
者
・
自

転
車
利
用
者
に
は
危
険
が
伴

う
。
市
道
沿
い
の
用
水
路
を

改
良
し
、
歩
道
・
自
転
車
道

の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】水
路
敷
を
利
用
し
た
歩

道
整
備
は
国
の
補
助
制
度
が

設
け
ら
れ
次
第
、す
ぐ
申
請

で
き
る
よ
う
準
備
す
る
。
ま

ず
は
区
画
線
を
補
修
し
、
路

側
帯
の
着
色
化
等
の
安
全
策

を
検
討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

教
員
の
働
き
方
改
革
の
現
状

Ａ
Ｅ
Ｄ

【
問
】Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
時
に
三
角

巾
を
胸
部
に
置
く
こ
と
で
傷

病
者
が
女
性
で
も
誰
も
が
た

め
ら
う
こ
と
な
く
使
用
で
き

る
の
で
は
。

【
答
】Ａ
Ｅ
Ｄ
ケ
ー
ス
へ
の
三

角
巾
配
備
は
有
効
な
手
法
の

１
つ
と
考
え
て
い
る
。
具
体

的
な
配
備
や
周
知
の
方
法
を

検
討
す
る
。

児
童
扶
養
手
当
と
年
金

【
問
】年
金
受
給
に
よ
り
児
童

扶
養
手
当
が
中
止
と
な
っ
た

人
へ
の
救
済
措
置
は
な
い
か
。

【
答
】児
童
扶
養
手
当
の
老
齢

年
金
に
係
る
制
限
の
緩
和
等

に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手

当
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
た

め
難
し
い
が
、
児
童
扶
養
手

当
停
止
の
代
替
措
置
と
し
て
、

国
は
里
親
制
度
の
利
用
を
勧

め
て
い
る
。
本
市
も
該
当
さ

れ
そ
う
な
方
へ
案
内
し
て
い

く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

学
校
給
食
費
の
無
償
化

小
中
学
校
の
給
食
無
償
化

【
問
】子
育
て
支
援
と
し
て
小

中
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化

は
全
国
で
行
わ
れ
て
お
り
、

給
食
費
収
納
の
事
務
負
担
軽

減
や
未
納
問
題
解
消
に
も
つ

な
が
る
。
将
来
的
課
題
と
し

て
検
討
で
き
な
い
か
。

【
答
】将
来
的
課
題
と
し
て
の

検
討
は
と
も
か
く
、
財
源
確

保
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
は
、
現
時
点
で
は
難
し

い
。

子
ど
も
の
医
療
費
補
助

【
問
】６
月
議
会
で
は
可
能
な

限
り
早
く
18
歳
ま
で
実
施
し

た
い
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況
は
。

【
答
】医
師
会
か
ら
は
コ
ロ
ナ

禍
の
状
況
下
で
の
早
期
実
施

は
難
し
い
と
回
答
が
あ
っ
た
。

ま
ず
は
、
賛
同
を
得
ら
れ
た

患
者
の
自
己
負
担
軽
減
を
先

行
し
て
実
施
し
た
い
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

旧
統
一
教
会
と
政
治
家
の
癒

着

柴

浩
信 

議
員

稲
田
雅
之 

議
員

松
田
和
己 

議
員

比
江
島
久
美
子 

議
員

平
田
信
広 

議
員

自
民
党
き
ず
な
の
会

自
民
党
き
ず
な
の
会

公
明
党
市
議
団

日
本
共
産
党

児
童
扶
養
手
当
の
老
齢

年
金
に
係
る
制
限

公
的
年
金
等（
老
齢
年
金
、

遺
族
年
金
、
障
害
年
金
な

ど
）を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
き
は
、
児
童
扶
養
手

当
額
の
全
部
又
は
一
部
を

受
給
で
き
な
い
。

８
０
５
０
問
題

引
き
こ
も
り
の
高
齢
化

に
よ
り
、「
80
代
」の
親
が

「
50
代
」
の
子
ど
も
の
生

活
を
支
え
て
い
る
構
図
を

象
徴
し
た
言
葉
。

景
観
形
成
重
点
地
区

景
観
計
画
区
域（
＝
市
全

域
）の
う
ち
、地
区
ご
と
の

方
針
や
基
準
な
ど
に
基
づ

き
、
積
極
的
に
景
観
形
成

を
図
る
必
要
が
あ
る
地
区
。

本
市
で
は
城
山
周
辺
地
区
、

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
周
辺
地
区

（
市
役
所
南
側
の
中
町
通

線
ほ
か
）が
指
定
さ
れ
て
い

る
。 用

語
解
説

注
１

注
２

注
３
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ご
み
置
場
固
定
資
産
税
減
免

【
問
】空
き
地
を
利
用
し
た
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ン
シ
ョ

ン
の
ご
み
置
場
は
土
地
の
固

定
資
産
税
を
負
担
し
て
い
る

が
、公
道
の
ご
み
置
場
を
利

用
す
る
住
民
は
税
負
担
が
な

い
。
公
平
性
に
欠
け
る
制
度

に
対
す
る
見
解
は
。

【
答
】条
例
に
よ
る
減
免
は
、

本
市
に
規
定
が
な
い
こ
と
か

ら
現
状
は
で
き
な
い
が
、
公

共
性
を
鑑
み
、
減
免
の
適
用

を
今
後
検
討
す
る
。

野
生
メ
ダ
カ
の
種
の
存
続
方
法

【
問
】人
口
飼
育
の
メ
ダ
カ
と

野
生
メ
ダ
カ
の
交
雑
で
、野

生
メ
ダ
カ
の
純
血
種
を
守
る

方
法
は
。

【
答
】本
市
で
は
２
カ
所
で
ミ

ナ
ミ
メ
ダ
カ
が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
保
護
は
重
要
で

あ
り
、生
息
環
境
の
保
護
や
、

市
民
へ
の
呼
び
か
け
を
行
う
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
条
例

人
口
減
少
対
策

【
問
】国
立
社
会
保
障・
人
口

問
題
研
究
所（
以
下
：
社
人

研
）の
推
計
で
は
、
本
市
の

２
０
６
０
年
人
口
は
６
万
人

台
の
予
測
だ
が
、本
市
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
は
８
万
人
台
で

あ
る
。推
計
差
の
所
見
は
。

【
答
】現
状
で
は
、
社
人
研
の

推
計
人
口
に
近
い
推
計
で
推

移
し
て
お
り
、
厳
し
い
状
況

だ
が
、
子
育
て
関
連
や
各
種

施
策
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

南
方
東
地
区

【
問
】史
跡
や
名
所
の
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
看
板
の
設
置
の
可
能

性
は
。

【
答
】文
化
財
周
遊
ツ
ア
ー
の

開
催
も
視
野
に
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
を
制
作
し
、
地
域
住
民
、

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
関
係
者

へ
の
配
付
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
、
ガ
イ

ド
マ
ッ
プ
看
板
の
制
作
な
ど

検
討
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

旭
化
成
の
工
場
火
災

南
部
地
域
振
興

【
問
】ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
整
備

の
検
討
が
進
む
中
、核
と
な

る
施
設
と
地
元
産
業
等
と
が

連
携
し
、地
域
を
巻
き
込
ん

で
の
取
り
組
み
に
つ
な
げ
ら

れ
な
い
か
。

【
答
】地
元
産
業
と
の
連
携
も

視
野
に
入
れ
れ
ば
、
整
備
効

果
は
大
き
い
と
思
う
が
、
検

討
委
員
会
で
の
、
設
置
場
所

や
規
模
等
の
議
論
を
注
視
し

て
い
く
。

女
性
活
躍
推
進

【
問
】女
性
消
防
士
を
増
や
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、本

市
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

【
答
】延
岡
南
分
署
に
も
当
直

の
専
用
ス
ぺ
ー
ス
を
設
け
る

な
ど
環
境
整
備
を
進
め
て
い

き
た
い
。
市
内
全
て
の
高
校
・

大
学
を
訪
問
し
直
接
説
明
を

行
い
、
県
内
外
の
専
門
学
校

等
に
は
資
料
を
送
付
し
て
い

る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

生
活
困
窮
者
支
援

西
階
野
球
場

【
問
】国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に

備
え
、西
階
野
球
場
を
大
幅

に
改
築
す
る
と
あ
る
が
、事

業
費
は
。

【
答
】野
球
場
改
築
だ
け
で
、

47
億
円
、
他
に
駐
車
場
の
整

備
費
用
も
か
か
る
。

監
査
委
員

【
問
】監
査
委
員
と
し
て
の
責

任
あ
る
資
質
は
。

【
答
】監
査
委
員
は
、多
様
な

監
査
や
審
査
を
す
る
権
限
を

担
っ
て
い
る
。
監
査
委
員
は

監
査
基
準
に
従
い
、
常
に
公

平
不
偏
の
態
度
を
保
持
し
、

職
務
上
知
り
得
た
秘
密
を
漏

ら
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、

法
令
を
遵
守
し
、
責
任
の
あ

る
職
務
を
遂
行
す
る
必
要
が

あ
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

し
が
ら
み
と
忖
度
に
つ
い
て

田
村
吉
宏 

議
員

峯
田
克
明 

議
員

長
友
幸
子 

議
員

佐
藤

誠 

議
員

友
愛
ク
ラ
ブ

無
所
属

立
憲
民
主
党
市
議
団

自
民
党
き
ず
な
の
会

（９月７日質問）

意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た

延
岡
市
議
会
で
は
、本
市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
に
つ
い
て
、地
方
自
治
法
に
基
づ
き
意
見
書
を

提
出
し
て
い
ま
す
。
９
月
定
例
議
会
で
は
４
件
の
意

見
書
案
を
可
決
し
、国
に
提
出
し
ま
し
た
。
意
見
書
の

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

農
畜
水
産
業
に
お
け
る
燃
油
、肥
料・飼
料
、資
材

等
の
価
格
高
騰
対
策
の
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

１
．
燃
油
及
び
飼
料
に
係
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に

つ
い
て
、関
係
予
算
の
十
分
な
確
保
、価
格
が
高

止
ま
り
し
た
場
合
に
も
補
填
を
受
け
ら
れ
る
た

め
の
基
準
価
格
や
発
動
要
件
な
ど
の
制
度
の
見

直
し
及
び
水
産
分
野
で
の
急
騰
対
策
補
填
金
単

価
の
上
限
を
廃
止
す
る
こ
と
。

２
．
肥
料
等
の
農
業
資
材
及
び
漁
具
等
の
漁
業
資
材

の
価
格
高
騰
時
の
農
漁
家
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
。

（
一
部
抜
粋
）

少
人
数
学
級・
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
拡
充
に
関
す
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

１
．
中
学
校
・
高
等
学
校
で
の
35
人
学
級
を
早
急
に

実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、さ
ら
な
る
少
人
数
学

級
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

２
．
学
校
の
働
き
方
改
革
・
長
時
間
労
働
是
正
を
実
現

す
る
た
め
、加
配
教
員
の
増
員
や
少
数
職
種
の
配

置
増
な
ど
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

（
一
部
抜
粋
）
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注
２

注
３

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

【
問
】音
楽
室
や
図
書
室
等
へ

の
設
置
状
況
は
学
校
に
よ
っ

て
差
が
あ
る
。
理
由
と
今
後

の
設
置
は
。

【
答
】来
年
度
中
に
指
定
避
難

場
所
と
な
っ
て
い
る
特
別
教

室
の
整
備
を
終
了
し
、そ
れ

以
外
の
特
別
教
室
に
つ
い
て

も
早
急
に
行
う
よ
う
、今
後

国
の
補
助
金
活
用
を
協
議
す

る
。

島
野
浦
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

【
問
】本
年
度
中
に
方
針
の
検

討
を
終
了
す
る
計
画
だ
が
、

複
合
型
津
波
避
難
施
設
と
し

て
の
整
備
は
可
能
か
。

【
答
】
現
在
の
場
所
で
整
備

す
る
場
合
、
波
力
に
耐
え
ら

れ
る
高
強
度
と
す
る
た
め
、

６
億
７
千
万
円
以
上
の
事
業

費
と
な
る
。
今
後
第
２
次
津

波
避
難
施
設
等
整
備
確
保

計
画
の
策
定
と
併
せ
て
検
討

し
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

夜
の
繁
華
街
の
現
状
と
対
策

金
堂
ケ
池

【
問
】水
質
浄
化
の
今
後
の
対

策
は
。

【
答
】専
門
家
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
、
ま
た
他
県
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
情
報
を
収

集
し
な
が
ら
、
新
た
な
手
法

に
つ
い
て
研
究
し
、
水
質
浄

化
に
努
め
る
。

８
０
５
０
問
題

【
問
】ひ
き
こ
も
り
の
支
援
の

在
り
方
は
。

【
答
】自
宅
に
い
な
が
ら
社
会

と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
、

本
人
に
就
労
希
望
が
あ
る
と

い
う
情
報
が
あ
れ
ば
、
な
ん

で
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
に

相
談
し
て
ほ
し
い
。
関
係
機

関
間
の
連
携
強
化
を
図
り
必

要
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

耕
作
放
棄
地

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

担
い
手
不
足

【
問
】な
り
手
が
見
つ
か
ら
ず
、

近
隣
の
民
生
委
員・
児
童
委

員
ら
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
地

域
も
あ
る
。
担
い
手
不
足
に

つ
い
て
所
見
は
。

【
答
】民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
本
年
12
月
に
改
選
を
迎
え

る
が
、
現
在
市
職
員
が
未
推

薦
地
区
の
区
長
宅
を
訪
問

し
て
い
る
。
今
後
も
継
続
し

て
欠
員
地
区
の
解
消
に
努
め

る
。

食
料
自
給
率
向
上
の
取
り
組
み

【
問
】本
市
の
食
料
自
給
率
の

向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

【
答
】第
一
次
産
業
の
振
興
を

図
り
、
将
来
に
渡
っ
て
食
料

を
安
定
的
に
供
給
す
る
地
域

作
り
を
進
め
、
農
地
の
高
度

利
用
化
や
担
い
手
の
育
成
、

確
保
等
生
産
量
の
拡
大
に
向

け
た
支
援
を
実
施
す
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

全
国
学
力
テ
ス
ト

農
地
転
用

【
問
】過
去
に
農
地
の
無
断
掘

削
に
よ
る
事
案
が
発
生
し
、

原
形
復
旧
が
行
わ
れ
ず
現
在

も
放
置
さ
れ
て
い
る
。
今
後

の
農
地
転
用
に
つ
い
て
の
所

見
は
。

【
答
】所
有
者
に
対
し
て
意
思

の
確
認
と
必
要
な
説
明
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

立
体
駐
車
場
建
設

【
問
】市
役
所
第
一
駐
車
場
に

立
体
駐
車
場
を
建
設
す
る
際

の
法
的
規
制
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

【
答
】
都
市
計
画
法
の
用
途

地
域
は
近
隣
商
業
地
域
で
あ

り
、
建
築
基
準
法
上
、
建
築

可
能
で
あ
る
。
敷
地
い
っ
ぱ
い

の
建
物
を
建
設
す
る
場
合
は
、

３
階
建
て
ま
で
可
能
だ
が
、

景
観
形
成
重
点
地
区
に
指
定

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
城
山

の
景
観
に
配
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。

〇
そ
の
他
の
質
問
項
目

ご
み
袋
の
値
上
げ
の
可
能
性

河
野
治
満 

議
員

中
城
あ
か
ね 

議
員

甲
斐
忠
篤 

議
員

早
瀨
賢
一 

議
員

の
べ
お
か
市
民
派
ク
ラ
ブ

自
民
党
き
ず
な
の
会

自
民
党
き
ず
な
の
会

友
愛
ク
ラ
ブ

（９月８日質問）

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
に
関

す
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

１
．
将
来
に
わ
た
る
安
定
的
な
営
農
や
農
地
の
維
持

が
展
望
で
き
る
よ
う
、一
律
に
見
直
し
の
制
度

適
用
を
行
わ
な
い
こ
と
。

２
．
地
域
農
業
を
維
持
し
、食
料
自
給
率
を
確
実
に

高
め
る
た
め
に
、交
付
金
の
削
減
で
は
な
く
、施

策
の
充
実
と
予
算
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

３
．
農
地
及
び
集
落
の
維
持
の
た
め
、交
付
対
象
水
田

を
畑
地
化
し
、土
地
利
用
型
の
営
農
形
態
と
な
っ

て
も
生
産
者
の
所
得
が
減
少
す
る
こ
と
な
く
、

意
欲
を
も
っ
て
生
産
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

新
た
な
支
援
措
置
を
速
や
か
に
講
じ
る
こ
と
。

（
一
部
抜
粋
）

地
方
財
政
の
充
実・強
化
に
関
す
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

１
．
社
会
保
障
の
維
持
・
確
保
、防
災
・
減
災
、脱
炭
素

化
対
策
、地
域
活
性
化
、デ
ジ
タ
ル
化
対
策
な
ど
、

増
大
す
る
地
方
公
共
団
体
の
財
政
需
要
を
的
確
に

把
握
し
、そ
れ
を
支
え
る
人
件
費
も
含
め
て
、十

分
な
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を
は
か
る
こ
と
。

２
．
社
会
保
障
経
費
の
拡
充
や
こ
れ
ら
の
分
野
を
支

え
る
人
材
確
保
に
む
け
た
自
治
体
の
取
り
組
み

を
十
分
に
支
え
る
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

３
．
地
方
交
付
税
の
法
定
率
の
引
き
上
げ
な
ど
、臨

時
財
政
対
策
債
に
頼
ら
な
い
、よ
り
自
律
的
な

地
方
財
政
の
確
立
に
取
り
組
む
こ
と
。
ま
た
、

地
域
間
の
財
源
偏
在
性
の
是
正
に
向
け
て
は
、

偏
在
性
の
小
さ
い
所
得
税
・
消
費
税
を
対
象
に

国
税
か
ら
地
方
税
へ
の
税
源
移
譲
を
行
う
な
ど
、

よ
り
抜
本
的
な
改
善
を
行
う
こ
と
。（

一
部
抜
粋
）
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台
風
14
号
は
、
市
内

各
所
に
大
き
な
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。
浸
水
被

害
に
よ
り
、
家
や
家
財

道
具
が
泥
水
に
ま
み
れ
、

収
穫
前
の
田
ん
ぼ
の
水

没
、
猛
烈
な
突
風
で
の

倒
木
、
屋
根
や
外
壁
も

壊
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

冥
福
と
被
災
さ
れ
た
皆

様
に
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
日
で
も
早
く
日
常
の

生
活
に
戻
れ
る
よ
う
、

早
急
な
支
援
や
対
応
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
延
岡
城
・

内
藤
記
念
博
物
館
が
開

館
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

魅
力
的
な
芸
術
作
品
や

歴
史
資
料
も
鑑
賞
で
き

ま
す
。
是
非
ご
来
場
く

だ
さ
い
。 編

集

  

後
記

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため開催を延期していました議会活動報告会を次の日程で開催します。

11月10日・11日に議会活動報告会（テーマ：地域の課題）を開催します。

日時 開催地区 開催場所

11月10日㈭
19時～

川中地区 延岡市役所講堂
北浦地区 北浦総合支所大会議室
南浦地区 ビーチの森すみえ管理棟

11月11日㈮
19時～

島浦地区 延岡市島野浦島開発総合センター
北方地区 延岡市北方コミュニティセンター
北川地区 ホタルの宿

詳細が決まりましたら、市のホームページでお知らせいたします。

　令和３年度各会計決算については、議長と監査委員（議会選出）を除く25名で決算審査特別委員会を設置し、９月26日から28日ま
での３日間、監査委員の意見等を参考に慎重に審査しました。うち２日間は常任委員会ごとに構成する３つの分科会で審査を行いま
した。各分科会での質疑応答の一部を掲載します。

令和３年度各会計決算をチェック
去年の議会活動報告会の様子

総
務
政
策
委
員
会

ホームページリニューアル事業　《決算額：1,563万3,180円》
ホームページをリニューアルし、利用者が使いやすいデザインに一新するほか、職員が容易に情報発信できるシステム
を導入した。

問　12年ぶりの改定とのことだが、具体的にどのような点が変更されたのか。
答　スマートフォン端末等への対応、カテゴリ・デザインの一新、外国語翻訳や音声読み上げ機能の導入等を行ったとこ
ろである。

問　個人的には検索が不便になった部分もあるとの印象を受けるため、今後、市民の意見を聞きながら、さらにリニュー	
	アルすべき点については改善してもらえるか。

答　所管課には、同様の意見は上がってきていないが、デザインや機能については、毎年構築しているので、今回の意見
についても反映させたい。

産
業
建
設
委
員
会

東九州バスク化構想推進事業　《決算額：740万円》
東九州バスク化構想推進協議会、東九州バスク化構想延岡推進協議会に対して負担金を支出し、地産地活の取組や域外

に向けた情報発信等を行うことにより、「食」を中心とした地域活性化の推進を図った。

問　具体的にどういった成果があったのか。
答　令和３年度は、大分県佐伯市と連携した旅行商品の造成事業や、大分駅に隣接するアミュプラザ大分の中で、佐伯市
や延岡市の食材を使った特別なメニューを提供するフェア等を行った。

問　今後の展開について、拡大して取り組むべきだと思うが、どのように考えているのか
答　これまでの取り組みによって、料理人や生産者、市民の方々など、延岡の食に対する意識、機運の高まりは感じている。
一方で、令和３年度で地方創生推進交付金が途絶えたため、現在、食に関する新たな切り口で、国の交付金の活用も
含めた取り組みができないかと検討をしている。延岡の食を活かした取り組み自体は継続したい。

厚
生
教
育
委
員
会

小学校大規模改造事業（トイレ施設）　《決算額：１億2,939万7,271円》
老朽化した小学校トイレ施設の大規模改造工事を行い、学校トイレ環境の充実を図った。

問　工事が必要な学校はどの程度残っているのか。
答　進捗は便器の数で把握しており、令和４年３月31日現在で対応が終了している割合が小学校で68.9％、小中学校全
体だと65.8％になる。

問　あと何年で100％に近づけていく考えでいるのか。
答　学校によっては、一定数の和式便器を残して欲しいという要望もあるため、そのようなことも勘案する必要がある。
そのうえで、令和３年度の１年間の整備率が小学校は8.8％、小中学校全体だと6.8％であり、仮に現在のように、平
均的に５％程度で、進捗を図っていくとすれば、７年程度かかるものと考えている。


